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色とりどりのテントが並んだ

今
世
紀
最
大
の
天
体
シ
ョ
ー
、 

喜
界
島
の
す
べ
て
に
奇
跡
の
お
く
り
も
の

観
測
者
ら
「
や
っ
た
ー
」「
バ
ン
ザ
イ
」「
す
ご
い
」
次
々
に
歓
喜
の
声

朝
か
ら
の
厚
い
雲
を
貫
き
、
全
島
民
・
観
測
者
の
祈
り
が
天
に
届
く
！

陸地では国内唯一の観測
　

国
内
で
46
年
ぶ
り
、
奄
美
で
は
約
５
０
０
年
ぶ
り
（
同
日

に
観
測
さ
れ
た
、
同
じ
日
食
帯
上
の
中
国
の
古
い
記
録
に
よ

る
）
と
な
る
”今
世
紀
最
大
の
天
体
シ
ョ
ー
“
皆
既
日
食
が

７
月
22
日
、
島
内
全
域
で
観
測
さ
れ
た
。
島
内
３
ヶ
所
に
設

置
さ
れ
た
テ
ン
ト
サ
イ
ト
利
用
者
な
ど
の
観
測
者
や
帰
省
客

約
２
千
人
が
島
を
訪
れ
、
喜
界
島
民
と
共
に
世
紀
の
天
体

シ
ョ
ー
を
見
守
っ
た
。
当
日
は
朝
か
ら
不
安
定
な
天
候
で

あ
っ
た
が
、
国
内
の
陸
地
で
は
無
人
島
や
民
間
人
の
立
ち
入

り
禁
止
の
島
々
か
ら
な
る
硫
黄
列
島
を
除
き
、
喜
界
島
は
唯

一
、
皆
既
日
食
を
観
測
で
き
た
。
島
内
全
域
が
観
測
可
能
地

域
で
あ
り
、
午
前
10
時
56
分
頃
か
ら
２
─
３
分
の
間
、
奇
跡

的
に
雲
の
切
れ
間
か
ら
皆
既
日
食
が
観
測
で
き
、
幻
想
的
な

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
リ
ン
グ
が
輝
く
と
（
第
２
接
触
）、
観
測
者

ら
は
一
斉
に
歓
声
を
あ
げ
、
皆
既
状
態
の
終
了
を
知
ら
せ
る

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
リ
ン
グ
が
再
び
輝
く
と
（
第
３
接
触
）、
ど

よ
め
き
と
共
に
拍
手
が
あ
ち
こ
ち
で
起
こ
っ
た
。
観
測
者
ら

は
抱
き
合
っ
た
り
握
手
を
し
な
が
ら
、
口
々
に
「
す
ご
い
。

感
動
し
た
」「
見
れ
て
良
か
っ
た
ね
」「
も
う
少
し
晴
れ
て
く

れ
た
ら
良
か
っ
た
け
ど
、
他
は
見
れ
な
か
っ
た
ら
し
い
か
ら

ぜ
い
た
く
は
言
え
な
い
」
な
ど
と
話
し
合
っ
て
い
た
。

　

受
入
実
行
委
員
会
で
は
、
島
外
か
ら
の
観
測

者
向
け
に
「
入
島
パ
ス
ポ
ー
ト
」
を
発
行
し
た
。

　

こ
の
パ
ス
ポ
ー
ト
は
、
観
測
者
心
得
の
ほ
か
、

島
の
方
言
や
特
産
品
、
観
光
名
所
な
ど
が
網
羅

さ
れ
て
お
り
、
紙
質
や
デ
ザ
イ
ン
ま
で
本
物
に

近
づ
け
た
「
こ
だ
わ
り
」
の
逸
品
。

　

主
に
担
当
し
た
同
委
員
会
の
吉
川
文
浩
さ
ん

は
「
何
で
も
や
り
始
め
る
と
気
の
済
む
ま
で
こ
だ
わ
る
性
分
。
色
々
工
夫

し
、校
正
も
十
数
回
し
た
。
気
分
を
盛
り
上
げ
る
た
め
鹿
児
島
で
フ
ェ
リ
ー

に
乗
る
際
に
”

入
島
手
続
“
の
た
め
提
示
が
必
要
で
、
島
内
で
は
買
い
物

先
で
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
も
で
き
る
。
日
食
と
喜
界
島
の
よ
い
思
い
出
に
な

る
の
で
は
」
と
話
し
た
。

観
測
者
必
携
!? 

入
島
パ
ス
ポ
ー
ト

第１接触：太陽と月
が、はじめて重なる時

第２接触：ダイヤモ
ンドリングが出現。
太陽が月に完全にか
くれる時。この時か
ら皆既状態

第３接触：ダイヤモ
ンドリングが出現。
太陽が月の背後から
再び姿を現す時。皆
既状態の終了

第４接触：太陽の全
体が月の背後から姿
を現した時

　

町
役
場
で
は
一
昨
年
か
ら
皆

既
日
食
に
つ
い
て
講
演
会
な
ど

を
開
催
し
、
各
学
校
で
も
絶
好

の
教
材
と
捉
え
て
学
習
し
て
き

た
。
ま
た
、
島
外
か
ら
多
数
の

観
測
者
が
訪
れ
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
町
観
光
協

会
や
町
役
場
を
中
心
に
皆
既
日

食
受
入
実
行
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、
日
食
に
向
け
て
準
備
し
て

き
た
。

　

皆
既
日
食
を
間
近
に
控
え
た

７
月
16
日
、
い
よ
い
よ
ス
ギ
ラ

ビ
ー
チ
、
塩
道
長
浜
公
園
、
小

野
津
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
テ
ン
ト
サ

イ
ト
を
利
用
す
る
観
測
者
ら
の

第
一
陣
が
入
島
し
、
島
の
あ
ち

こ
ち
で
そ
の
姿
が
目
立
ち
「
い

よ
い
よ
日
食
」
の
雰
囲
気
が
た

だ
よ
い
始
め
た
。

　

フ
ェ
リ
ー
か
ら
降
り
立
ち
、

ス
ギ
ラ
ビ
ー
チ
に
到
着
し
た
観

測
者
ら
は
「
き
れ
い
。
リ
ゾ
ー

ト
地
み
た
い
」「
何
も
な
い
と

思
っ
た
け
ど
イ
ン
フ
ラ
が
整
備

さ
れ
た
島
で
す
ね
」
な
ど
と
、

こ
れ
か
ら
始
ま
る
数
日
間
の
喜

界
島
の
生
活
に
胸
を
ふ
く
ら
ま

せ
て
い
た
。

　

ア
マ
チ
ュ
ア
天
文
家
と
い
う

倉
金
秀
行
さ
ん
（
群
馬
）
は
「
ト

カ
ラ
や
奄
美
大
島
は
料
金
が
高

い
の
で
喜
界
島
を
選
ん
だ
。
会

社
を
共
同
経
営
す
る
弟
の
冷
や

や
か
な
視
線
は
気
に
せ
ず
、
10

年
以
上
前
か
ら
狙
っ
て
い
た
皆

既
日
食
を
見
る
た
め
に
来
た
」、

埼
玉
在
住
の
イ
ス
ラ
エ
ル
人
、

ム
ー
サ･

ラ
ズ
さ
ん
と
ダ
ド･

日
食
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

～
日
食
前
日
ま
で

陸地では国内唯一の観測



中里の「まち歩き」で掩体壕などを見学

異変に気づき脱走した
ニワトリ

医者のタマゴ、鈴木さん

4

レ
ビ
ィ
さ
ん
ら
は
「
に
ぎ
や
か

な
こ
と
が
好
き
だ
が
、
自
然
も

好
き
。
都
会
で
は
外
国
人
を
警

戒
す
る
が
、
喜
界
島
の
人
は
お

年
寄
り
も
子
ど
も
も
気
さ
く
に

話
し
掛
け
て
く
れ
る
。
リ
ラ
ッ

ク
ス
で
き
る
ネ
」、
日
食
の
た
め

に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
帰
国

し
た
と
い
う
大
波
淳
志
さ
ん
と

新
偃
幸
恵
さ
ん
は
「
ゆ
っ
た
り

時
が
流
れ
て
い
る
。
観
測
者
が

少
な
く
、
じ
っ
く
り
日
食
が
楽

し
め
る
と
思
い
喜
界
島
を
選
ん

だ
」
な
ど
と
話
し
た
。

　

観
測
者
ら
は
思
い
思
い
に
散

歩
や
海
水
浴
な
ど
を
楽
し
み
、

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
に

よ
る
「
ま
ち
歩
き
」
な
ど
へ
参

加
す
る
な
ど
、
島
を
満
喫
し
て

い
た
。

 　

過
去
10
年
「
７
月
22
日
は
快

晴
」
の
デ
ー
タ
を
あ
ざ
笑
う
か

の
よ
う
に
、
当
日
は
朝
か
ら
分

厚
い
雲
が
空
を
覆
っ
た
。
午
前

９
時
30
分
過
ぎ
、
徐
々
に
薄
く

な
っ
て
い
く
雲
の
切
れ
間
か
ら

太
陽
が
欠
け
始
め
る
。
湾
小
５

年
の
柳
美
羽
さ
ん
は
「
太
陽
が

カ
ジ
ら
れ
た
」と
驚
く
。
そ
の
後
、

消
え
た
り
現
れ
た
り
を
繰
り
返
す

が
、
薄
い
雲
は
覆
っ
た
ま
ま
。

　

徐
々
に
皆
既
日
食
が
近
づ
く

と
、
商
店
街
や
役
場
へ
の
客
足

が
ぱ
っ
た
り
と
止
ま
っ
た
。

　

小
野
津
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は

キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
の
観
測
者
や

町
民
な
ど
が
期
待
と
緊
張
の
面

持
ち
で
空
を
見
上
げ
、
カ
メ
ラ

を
空
に
向
け
る
報
道
機
関
や
一

般
の
ア
マ
チ
ュ
ア
カ
メ
ラ
マ
ン

ら
は
部
分
日
食
を
撮
影
し
な
が

ら
”
世
紀
の
一
瞬
“を
カ
メ
ラ
に

収
め
よ
う
と
、
そ
の
時
を
待
ち

か
ま
え
る
。

　

ま
た
、
皆
既
日
食
が
近
づ
く

に
つ
れ
、
ス
ズ
メ
や
ツ
バ
メ
が

巣
に
帰
っ
た
り
、
ニ
ワ
ト
リ
や

犬
が
鳴
き
出
す
と
い
う
現
象
が

あ
っ
た
と
い
う
。

　スギラビーチにキャンプを張った自治医科大学６
年生の鈴木亮士さん（栃木）は、友人に会うため朝
８時に塩道長浜公園へ徒歩で向かった。途中、休憩
や気になる場所を探索しながら到着。帰りはバスを
利用しようとも考えたが「せっかくなので島を一周
しよう」と思い立ったという。
　帰路も、阿伝の石垣や手久津久のガジュマル巨木
に立ち寄りながら、スギラビーチに帰り着いたのは
夕方５時。何と７時間の長旅であった。

　大学の先輩が町診療所に勤
務していた関係で「喜界島の
ことは知っていた」という鈴
木さんは「来年の卒業を控え、
帰ったら都内の病院での研修
が待っている。学生時代のい
い思い出ができた」と満足し
た様子だった。

日
食
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

7
月
22
日

徒歩で島一周にチャレンジ

　

神
奈
川
県
在
住
の
橋
本
勝
洋
さ
ん
ら
”日
食
ハ
ン
タ
ー
“
５
人
が
皆
既
日
食

当
日
、
上
空
か
ら
日
食
時
の
月
の
影
な
ど
を
撮
影
し
よ
う
と
カ
メ
ラ
を
取
り

付
け
た
気
球
を
放
っ
た
。

　

ト
ル
コ
や
中
国
で
も
皆
既
日
食
を
観
測
し
た
と
い
う
橋
本
さ
ん
は
「
日
食

ハ
ン
タ
ー
と
い
う
よ
り
日
食
ス
ト
ー
カ
ー
」
と
自
分
を
表
現
。
他
の
メ
ン
バ
ー

と
も
ト
ル
コ
で
知
り
合
っ
た
と
い
う
。

　

今
回
撮
影
に
使
用
し
た
気
球
は
、
ほ
と
ん
ど
が
橋
本
さ
ん
の
手
作
り
。
発

泡
ス
チ
ロ
ー
ル
箱
に
カ
メ
ラ
を
入
れ
、
直
径
１
メ
ー
ト
ル
の
気
球
に
つ
な
げ

た
。
高
度
30
ｋ
ｍ
の
成
層
圏
ま
で
上
昇
し
た
の
ち
落
下
す
る
設
計
で
、
回
収

す
る
た
め
に
位
置
を
特
定
で
き
る
Ｇ
Ｐ
Ｓ
も
取
り
付
け
た
。

　

太
陽
が
欠
け
始
め
た
午
前
９
時
30
分
過
ぎ
、
小
野
津
小
学
校
の
校
庭
か
ら

同
校
児
童
ら
が
見
守
る
な
か
気
球
を
放
っ
た
。
そ
の
後
、
児
童
ら
に
今
回
の

目
的
や
意
義
を
説
明
し
た
。
空
に
消
え
る
ま
で
気
球
を
見
上
げ
て
い
た
宮
里

優
花
さ
ん
（
同
小
１
年
）
は
「
す
ご
い
速
さ
で
上
が
っ
て
い
っ
た
。
今
度
は

あ
の
気
球
に
乗
っ
て
み
た
い
で
す
」
と
話
し
た
。

　

肝
心
の
回
収
は
、
季
節
外
れ
の
強
風
と
時
化
に
よ
り
難
航
を
極
め
、
翌
日

ま
で
捜
索
し
た
も
の
の
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
電
池
切
れ
も
あ
り
泣
く
泣
く
断
念
し
た
。

　

橋
本
さ
ん
は
「
残
念
な
結
果
だ
が
、
子
ど
も
た
ち
に
手
作
り
の
装
置
で
も

こ
の
よ
う
な
調
査
が
で
き
る
こ
と
を
伝
え
ら
れ
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
宇

宙
を
身
近
に
感
じ
、
夢
を
持
っ
て
も
ら
え
れ
ば
」
と
話
し
「
今
回
の
反
省
を

踏
ま
え
、
来
年
７
月
の
イ
ー
ス
タ
ー
島
（
チ
リ
）
の
皆
既
日
食
で
再
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
た
い
」
と
意
気
込
ん
だ
。

　

な
お
、
今
回
の
挑
戦
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
同
行
取
材
し
、

テ
レ
ビ
で
も
放
映
さ
れ
る
。
番
組
名
と
放
送
時
間
は

別
掲
の
通
り
。

日
食
中
の
地
球
と
島
の
様
子
を
気
球
で
撮
影

番組名	 熱中時間～忙中“趣味”あり～

放送時間	 ８月 26 日	NHK 総合（15 分）

	 　午後 10 時 45 分～	

	 ９月５日	BS-2（45 分）

	 　午後６時～

	 （衆議院選挙特番により変更あり）

※地域（へき地）医療の充実を目
的に旧自治省が設置した同大
学は、都道府県の出資で運営
される。
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テントサイトの “ 住民 ” も参加して
熱狂の六調大会（早町地区）

「ウチの青年にこんなパワーがあったとは」
集落の長老も絶賛（荒木）

“ 小野津が生んだ異端児 ” 西徹彰ライブで
盛り上がった（小野津）

町民のハートに火を付けた！ファイヤーダンス
『ボンベイロ』各会場を席巻（スギラ、文化協会）

そして誰もいなくなった
テントサイト
そこだけ色あせた芝生は 
どこかさびしそう

神々しい皆既日食

島のおみやげを買い求める観測者ら

「また合おう」と手を振り続けた

　

そ
の
時
が
来
た
。
午
前
10
時

56
分
過
ぎ
、
相
変
わ
ら
ず
雲
が

た
れ
込
め
た
ま
ま
。
し
か
し
、

太
陽
の
周
囲
は
雲
が
途
切
れ
た
。

ま
た
、
非
常
に
珍
し
い
太
陽
を

囲
む
円
形
の
虹
も
見
ら
れ
た
。

　

観
測
者
ら
は「
も
う
だ
よ
」「
始

ま
る
ぞ
」
な
ど
と
声
を
か
け
合

い
、
自
然
に
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

の
声
が
わ
き
上
が
っ
た
。

　

気
が
付
け
ば
水
平
線
は
夕
焼

け
の
よ
う
に
赤
く
染
ま
り
、
少

し
涼
し
く
な
っ
た
、
糸
の
よ
う

に
な
っ
て
い
た
太
陽
が
失
わ
れ

た
途
端
、
ま
ば
ゆ
い
ば
か
り
の

何
と
も
表
現
の
で
き
な
い
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
リ
ン
グ
の
閃
光
が
、

す
べ
て
の
人
々
を
貫
い
た
。
あ

ち
ら
こ
ち
ら
で
言
葉
に
な
ら
な

い
歓
声
が
聞
こ
え
る
。

　

皆
既
日
食
の
間
、
曇
天
の
せ

い
か
夜
の
よ
う
に
真
っ
暗
に

は
な
ら
な
か
っ
た
が
、「
き
れ

い
・
・
・
」
と
い
う
た
め
息
が

聞
こ
え
た
の
み
で
全
員
が
言
葉

を
忘
れ
、
そ
の
３
分
余

り
、
灰
色
の
闇
と
静
寂

が
周
囲
を
包
ん
だ
。

　

再
び
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

リ
ン
グ
が
輝
き
、
夢
の
よ

う
な
、
永
遠
の
よ
う
な
そ

の
時
が
過
ぎ
去
っ
た
後
、

観
測
者
ら
は
拍
手
を
し
、

抱
き
合
い
、
握
手
や
ハ

イ
タ
ッ
チ
を
し
て
感
動

を
分
か
ち
合
っ
て
い
た
。

　

皆
既
日
食
の
終
了
を

待
っ
て
い
た
か
の
よ
う
に
厚
い

雲
が
再
び
空
を
覆
い
始
め
、
そ

の
後
の
部
分
日
食
の
観
測
は
か

な
わ
な
か
っ
た
。

　

午
後
３
時
頃
か
ら
は
土
砂
降

り
の
雨
が
降
り
注
い
だ
。

　

日
食
当
日
、
そ
れ
ぞ
れ
が
夜

遅
く
ま
で
余
韻
に
浸
る
一
方
、

さ
っ
そ
く
家
路
を
急
ぐ
観
測
者

も
。
居
残
り
組
は
相
変
わ
ら
ず

観
光
や
魚
釣
り
な
ど
で
島
を
エ

ン
ジ
ョ
イ
し
て
い
た
。

　

各
テ
ン
ト
サ
イ
ト
の
テ
ン
ト

も
徐
々
に
数
を
減
ら
し
、
24
日

夜
か
ら
は
、
す
べ
て
の
テ
ン
ト

が
ス
ギ
ラ
ビ
ー
チ
に
集
約
さ
れ

た
。

　

空
港
や
港
で
は
、
日
常
生
活

へ
と
戻
る
帰
省
客
や
観
測
者
ら

が
、
島
で
知
り
合
っ
た
仲
間
や

親
戚
、
友
人
知
人
ら
と
抱
き
合

い
、
記
念
撮
影
す
る
姿
が
毎
日

の
よ
う
に
見
ら
れ
た
。

　

最
後
ま
で
残
っ
て
い
た
観
測

者
ら
が
島
を
離
れ
た
28
日
、
ひ

と
ま
ず
”喜
界
島
の
皆
既
日
食
“が

終
わ
っ
た
。

日
食
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

～
日
食
そ
の
後

　

日
食
の
観
測
者
ら
を
歓
迎
し
よ
う
と
７
月
19
日
か
ら
22
日
ま
で
毎
夜
、
町

文
化
協
会
、
早
町
地
区
、
荒
木
、
小
野
津
で
盛
大
に
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、

観
測
者
ら
は
島
唄
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
を
充
分
に
満
喫
し
た
。
塩
道
長
浜
公
園

（
早
町
地
区
）
で
は
、
早
町
地
区
皆
既
日
食
連
絡
協
議
会
の
里
村
忠
弘
会
長
が

「
若
い
衆
の
頑
張
り
で
盛
り
上
が
っ
た
。
接
待
や
連
絡
調
整
で
大
忙
し
で
す
」

と
、
う
れ
し
い
悲
鳴
を
あ
げ
て
い
た
。

地
域
パ
ワ
ー
が
炸
裂
!!

  　

文
化
協
会
、
各
地
域
で
日
食
歓
迎
イ
ベ
ン
ト



真っ黒に日焼けした G さん

右が小阪さん（鳥の山公園で）

喜界島の大ファンになった
古賀さん（左）と井上さん（右）

6

玉
利 

健
太
郎
く
ん（
湾
小
５
年
）

①
湾　

②
島
中
の
バ
ア
チ
ャ
ン
の
家

③
赤
っ
ぽ
か
っ
た　

④
あ
ん
な
現
象

が
起
き
て
ビ
ッ
ク
リ
し
た
。
26
年
後

は
37
歳
な
の
で
、
仕
事
を
頑
張
っ
て

ま
た
見
た
い

藤
原 

龍
太
郎
く
ん（
早
小
６
年
）

①
塩
道　

②
早
町
小
の
校
庭

③
白
→
青　

④
す
ご
か
っ
た
。
セ
ミ

が
鳴
き
や
ん
で
ビ
ッ
ク
リ
。
26
年
後

も
絶
対
に
見
た
い

中
島 

準
さ
ん

①
高
知
県　

②
ス
ギ
ラ
ビ
ー
チ
の

キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
で
家
族
と

③
ク
リ
ー
ム
色　

④
日
食
を
き
っ
か

け
に
喜
界
島
に
来
ら
れ
て
よ
か
っ

た
。
緑
の
中
に
家
々
が
あ
っ
て
素
晴

ら
し
い

浜
田 

朋
美
さ
ん

①
鹿
児
島
市
（
南
日
本
新
聞
記
者
）

②
小
野
津
グ
ラ
ウ
ン
ド　

③
ピ
ン
ク

④
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
り
な
が
ら
感
動

で
涙
が
出
て
い
た
。
人
が
温
か
く
取

材
に
も
協
力
的
で
喜
界
島
の
大
フ
ァ

ン
に
な
り
ま
し
た

H
R
さ
ん（
匿
名
希
望
･
女
性
）

①
中
里　

②
自
宅
の
庭
で
孫
と

③
白　

④
も
う
少
し
晴
れ
た
ら
よ

か
っ
た
が
、
他
の
島
を
考
え
る
と
ぜ

い
た
く
は
言
え
な
い
。
26
年
後
は
何

歳
か
分
か
ら
な
い
が
、
ぜ
ひ
見
た
い

村
瀬 

昌
次
さ
ん

①
京
都
府　

②
島
を
自
転
車
で
一
周

中
に
。
集
落
名
は
わ
か
ら
な
い

③
赤　

④
他
の
島
と
比
べ
て
料
金
設

定
が
良
心
的
で
、
山
が
少
な
く
晴
れ

や
す
い
と
思
い
喜
界
島
を
選
ん
だ
。

お
陰
で
写
真
も
バ
ッ
チ
リ
撮
れ
た

水
田 

夏
洋
さ
ん

①
神
奈
川
県　

②
自
転
車
で
島
一
周
中

に
ト
ン
ビ
崎
で　

③
白

④
喜
界
と
い
う
名
前
に
ひ
か
れ
て
来
ま

し
た
。
自
分
の
目
で
見
れ
た
こ
と
に
感

動
で
す
。
島
民
の
方
に
あ
り
が
と
う
と

言
い
た
い
で
す

島
美
人
さ
ん（
匿
名
希
望･

女
性
）

①
早
町　

②
東
京
の
友
人
ら
と
ト
ン
ビ

崎
で　

③
ピ
ン
ク　

④
特
に
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
リ
ン
グ
に
感
動
し
、
周
り
に
で
き

た
虹
も
よ
か
っ
た
。
喜
界
島
に
生
ま
れ

て
よ
か
っ
た
で
す

片
側
仁
奈
さ
ん

①
愛
媛
県　

②
小
野
津
グ
ラ
ウ
ン
ド

③
ル
ビ
ー
の
輝
き　

④
感
動
の
ひ
と

言
。
喜
界
島
が
呼
ん
で
く
れ
た
。
島

民
の
方
は
や
さ
し
く
て
カ
ベ
を
感
じ
な

か
っ
た

生
方 

由
美
さ
ん

①
大
阪
府　

②
ト
ン
ビ
崎　

③
ピ
ン
ク
？
オ
レ
ン
ジ
？

④
４
年
前
に
も
観
光
で
来
た
。
言
葉
に

で
き
な
い
感
動
。
日
食
ハ
ン
タ
ー
の
気

持
ち
が
理
解
で
き
た
。
ぜ
ひ
26
年
後
の

茨
城
で
も
。
喜
界
島
に
感
謝
で
す

羽
佐
田 

紀
子
さ
ん

①
花
良
治　

②
阿
伝
小
で
児
童
ら
と

③
不
明　

④
神
さ
ま
の
偉
大
な
業
と

人
間
の
小
さ
さ
、
一
瞬
一
瞬
変
わ
っ

て
い
く
天
体
に
心
が
熱
く
な
っ
た
。

素
晴
ら
し
い
一
日
を
人
生
に
刻
む
こ

と
が
で
き
ま
し
た

古
賀 

智
己
・
井
上 

知
香
さ
ん

小
阪 

聡
美
さ
ん

①
福
岡
県　

②
ス
ギ
ラ
ビ
ー
チ　

③
青　

④
ひ
と
つ
の
時
代
が
終
わ

り
、
新
し
い
時
代
の
扉
が
開
い
た
節

目
の
日
食
と
感
じ
た
。
島
の
人
は
温

か
く
、実
行
委
員
会
も
意
識
が
高
く
、

雷
雨
と
強
風
で
休
養
村
に
避
難
し
た

と
き
の
対
応
も
良
か
っ
た
。
島
で
は

い
や
な
思
い
は
全
く
し
な
か
っ
た
。

イ
ベ
ン
ト
等
も
充
実
し
て
い
て
文
化

に
も
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た

①
東
京
都　

②
塩
道
長
浜
公
園

③
白
か
ピ
ン
ク
？　

④
皆
既
日
食
は

こ
の
世
の
も
の
と
思
え
な
い
美
し

さ
。
あ
ち
こ
ち
を
観
光
し
、
島
の
人

た
ち
に
は
親
切
に
し
て
も
ら
い
ま
し
た

瀬
戸
口 

昭
さ
ん

①
神
奈
川
県　

②
小
野
津
グ
ラ
ウ
ン

ド　

③
写
真
を
撮
る
こ
と
に
追
わ
れ

て
覚
え
て
な
い　

④
涼
し
く
な
っ

た
。
コ
ロ
ナ
や
プ
ロ
ミ
ネ
ン
ス
も

バ
ッ
チ
リ
撮
れ
た
。
喜
界
島
に
感
謝

で
す

G
さ
ん
（
匿
名
希
望
･
男
性
）

①
千
葉
県　

②
自
転
車
で
百
之
台
展

望
台
へ
向
か
う
途
中　

③
金
色
か
ら

紫
に
変
わ
っ
た　

④
自
分
の
中
の
小

宇
宙
を
感
じ
、
宇
宙
と
の
一
体
感
も

実
感
し
た
。
喜
界
島
の
方
々
は
親
切

な
の
で
落
ち
着
く
。
前
世
に
島
へ
来

た
の
か
も

ボクも わたしも 見ました！
感じました！皆既日食！！
　奇跡的に観測できた皆既日食。祈るように、あるいは無心に、それぞ
れが色々な思いを胸に、その目に焼きつけたことでしょう。
　ここで、町民 ･ 観測者らの皆既日食の感想を紹介します。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
内
容

①
ど
ち
ら
か
ら
来
ま
し
た
か
？

	

（
町
民
は
集
落
名
）

②
ど
こ
で
見
ま
し
た
か
？

③
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
リ
ン
グ
は
何
色

に
見
え
ま
し
た
か
？

④
皆
既
日
食
あ
る
い
は
喜
界
島
の

感
想
は
？

ボクも わたしも 見ました！
感じました！皆既日食！！
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皆既直前！！皆既日食でも日焼け対策溶接用遮光ガラスで手製のメガネ

カメラの設定は OK ？

ワンコも観測
児童らは各学校で観測（湾小） 志戸桶海水浴場はカメラ上級者が集結

百之台も絶好の観測スポット

見上げてごらん 皆既日食を・・・

皆既状態の始まりを告げる第２接触。右下にダイヤモンドが輝く。

島のあちこちで空を見上げる人々の姿がみられた



郡
体
地
元

開
催
特
集

激しくぶつかり合いながらのシュート、
山田貴史選手（手前、緑）

バスケットリング下での攻防
（緑が喜界）

振り向きざまのシュート、上間笑菜選手
（13 番）

相
手
守
備
を
切
り
裂
い
て
シ
ュ
ー
ト
す
る

生
田
博
信
選
手
（
右
、
15
番
）

相
手
を
振
り
切
る
園
田
未
樹
子
選
手（
14
番
）

8

第
63
回
県
民
体
育
大
会
第
50
回
大
島
地
区
大
会
（
通
称
、
郡
体
）

喜
界
総
合
６
位 

バ
ス
ケ
ッ
ト
男
女
、
相
撲
競
技
が
本
町
で
開
催

喜
界
チ
ー
ム
健
闘
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
（
男
子
）
も
優
勝

相撲（一般１部） 喜界が初V!! 
久保博樹、殊勲の白星連発！相撲会場に町民のどよめきと歓声が響く

　

第
63
回
県
民
体
育
大
会
第
50
回
大
島
地
区
大
会
は
７

月
11
―
12
日
、
奄
美
群
島
内
12
市
町
村
で
全
21
競
技
が

行
わ
れ
、喜
界
町
は
総
合
順
位
で
６
位（
１
８
８
点
）だ
っ

た
（
総
合
優
勝
は
３
０
１
点
で
龍
郷
町
）。

　

地
元
開
催
の
相
撲
競
技
は
、
一
般
１
部
で
念
願
の
初

優
勝
。
一
般
２
部
と
青
年
の
部
が
３
位
、
個
人
戦
で
も

一
般
２
部
で
栄
雄
太
選
手
が
３
位
に
食
い
込
ん
だ
。

　

同
じ
く
地
元
開
催
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
は
、
男
女

と
も
善
戦
し
た
も
の
の
、
あ
と
一
歩
及
ば
ず
男
子
５
位
、

女
子
３
位
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
他
会
場
で
は
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
が
予
選
リ
ー

グ
の
知
名
戦
で
つ
ま
ず
い
た
も
の
の
、
態
勢
を
立
て
直

し
て
勝
ち
進
み
、
決
勝
戦
で
天
城
を
17
―
９
で
下
し
て

優
勝
に
輝
い
た
。

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
男
子
も
、
予
選
リ
ー
グ
で
龍
郷
、
知

名
に
順
当
勝
ち
、
準
決
勝
の
宇
検
に
３
―
１
で
勝
利
し
、

決
勝
戦
で
は
見
事
３
―
２
で
奄
美
に
リ
ベ
ン
ジ
を
果
た

し
、
優
勝
を
飾
っ
た
。
一
方
、
同
女
子
も
決
勝
戦
ま
で

進
出
し
た
も
の
の
、
奄
美
に
敗
れ
準
優
勝
。
惜
し
く
も

男
女
ア
ベ
ッ
ク
優
勝
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。

　

他
競
技
で
は
、
陸
上
で
高
校
男
子
走
幅
跳
の
富
裕
太

郎
選
手
、
高
校
女
子
８
０
０
ｍ
の
西
野
亜
紀
選
手
、
高

校
女
子
砲
丸
投
の
松
村
清
来
選
手
ら
が
１
位
と
な
り
、

剣
道
の
個
人
戦
で
は
西
森
真
哉
選
手
が
優
勝
し
た
。

バスケットボール男･女
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一般１部、優勝メンバーの先鋒 ･ 倉橋憲司選手、
中堅 ･ 久郁弥選手、大将 ･ 久保博樹選手

（写真左より）
激痛が走る右手首をかばいながらも、実力の違いを
見せつけ勝利を重ねた倉橋選手（左）

優勝のかかった一番を制し、勝利の雄叫びを
あげる久保選手（左）

一
般
２
部
で
３
位
入
賞
の
栄
雄
太
選
手

ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
に
余
念
が
な

い
、
一
般
1
部
出
場
選
手
で
は
最
小

兵
の
久
選
手
（
左
）

巨
漢
力
士
と
ば
か
り
対
戦
し
た
廣
選
手

野
球
よ
り
相
撲
を
選
ん
だ
柳
常
博
選
手

相　　撲

先
鋒･
倉
橋
憲
司
選
手

　

手
首
の
痛
み
（
腱
鞘
炎
）
は
言
い
訳
に
な
ら
な
い
の
で

開
き
直
っ
て
ぶ
つ
か
っ
た
。
個
人
戦
は
症
状
が
こ
れ
以
上

悪
化
し
て
は
い
け
な
い
の
で
辞
退
し
た
。
期
待
に
応
え
ら

れ
ず
申
し
訳
な
く
思
う
。

中
堅･

久
郁
弥
選
手

　

初
戦
を
落
と
し
て
自
分
の
型
を
作
れ
な
か
っ
た
。
昨
年

調
子
が
良
か
っ
た
だ
け
に
研
究
さ
れ
た
の
か
も
。
先
輩
２

人
の
お
陰
で
優
勝
で
き
た
。
来
年
は
精
進
し
て
巻
き
返
し

た
い
。

大
将･

久
保
博
樹
選
手

　

昨
年
、
あ
と
一
歩
の
所
で
優
勝
を
逃
し
た
だ
け
に
、
一
ヶ

月
前
か
ら
大
会
の
こ
と
ば
か
り
考
え
て
い
た
が
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
は
前
日
ま
で
。
全
戦
、
一
勝
一
敗
の
シ
ビ
れ
る
場

面
で
出
番
が
来
た
が
、
負
け
る
気
は
し
な
か
っ
た
。
技
と

ス
ピ
ー
ド
で
は
負
け
て
も
、
パ
ワ
ー
と
気
合
い
で
は
負
け

な
い
。
監
督
に
引
っ
張
ら
れ
て
努
力
し
た
甲
斐
が
あ
っ
た
。

　

昨
年
ま
で
一
度
も
勝
て
な
か
っ
た

相
手
を
破
っ
て
３
位
。
相
撲
を
教
え

る
子
ど
も
た
ち
に
取
組
前
に
激
励
し

て
も
ら
い
大
き
な
力
に
な
っ
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
目
の
前
で
勝
利
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
で
き
た
こ
と
が
何
よ
り

う
れ
し
い
。　
　
　
（
栄
選
手･

談
）

　

野
球
の
郡
体
代
表「
山
川
ク
ラ
ブ
」

の
廣
清
太
監
督
以
下
、柳
常
博
選
手
、

栄
雄
太
選
手
ら
は
激
戦
を
制
し
て
勝

ち
取
っ
た
野
球
の
代
表
で
は
な
く
、

相
撲
を
選
ん
だ
。
事
実
、
相
撲
一
般

２
部
で
３
位
入
賞
し
た
メ
ン
バ
ー
は

こ
の
３
人
か
ら
な
る「
オ
ー
ル
山
川
」

で
あ
る
。

　

柳
選
手
は
「
正
月
か
ら
相
撲
の
稽

古
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
郡
の
一
般

２
部
の
レ
ベ
ル
も
上
が
っ
て
お
り
、

喜
界
相
撲
の
底
上
げ
の
意
味
で
も
相

撲
を
選
ん
だ
」
と
話
し
た
。

勝
利
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

（
次
ペ
ー
ジ
も
郡
体
地
元
特
集
）



祝勝会では外内千里相撲連盟会長の乾杯で勝利の
美酒に酔った

優勝した男子ソフトテニス（写真は
上田 ･ 巌ペア、吉川幸治さん提供）

奮闘した高校男子陸上チーム

相撲連盟全員で勝ち取った「一般１部優勝」だ

10

富岡四一監督に聞く
  今年は新年早々から練習に取り組み、６月には合宿も行っ
た。すべきことをし、準備万端で大会を迎えられたので対
戦相手がどうとかではなく、一人ひとりが地元開催のプレッ
シャーに負けずに頑張れたのでは。とにかく全員がチーム
ワークを発揮して頑張った。

他会場の競技結果
男子バレーボール・・・・・・・・・・・・・ ７位
女子バレーボール・・・・・・・・・・・・・ ５位
男子バドミントン・・・・・・・・・・・・・ ５位
女子バドミントン・・・・・・・・・・・・・ ７位
男子ソフトテニス・・・・・・・・・・・・・ 優勝
女子ソフトテニス・・・・・・・・・・・・・ ２位
剣道団体・・・・・・・・・・・・・・・・・ ５位
弓道・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２位
サッカー・・・・・・・・・・・・・・・・・ ５位
軟式野球・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２位
男子ソフトボール・・・・・・・・・・・・・ ５位
ゲートボール・・・・・・・・・・・・・・・ 優勝
グラウンドゴルフ・・・・・・・・・・・・・10 位
ゴルフ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ６位
陸上　松本望３位（50 歳代男子二千ｍ）、福島風４位

（共通男子百十ｍハードル）、重野修平５位（高校男
子四百ｍ）、豊田純司５位（30 代男子百ｍ）、都伸也
２位（30 歳未満男子百ｍ）、富裕太郎５位（高校男子
百ｍ）、岩崎雄４位（高校男子千五百ｍ）、喜界町共
通男子２位（４×百ｍリレー）、富裕太郎１位（高校
男子走幅跳）、豊島昌也２位（高校男子砲丸投）、岡
晃久４位（50 歳代男子砲丸投）、積山寿久５位（30
歳未満走幅跳）、大高佳男４位（40 歳代男子砲丸投）、
松村清来３位（高校女子百ｍ）、三田美志保５位（同）、
西野亜紀１位（高校女子八百ｍ）、園田樹子４位（同）、
喜界町共通女子２位（４×百ｍリレー）、松村清来１
位（高校女子砲丸投）、住岡尚美３位（高校女子走幅
跳）、上島仁美２位（一般女子走幅跳）、上島仁美３
位（一般女子ソフトボール投）

「
シ
マ
の
宮
本
武
蔵
」  

剣
道
個
人
戦
優
勝
！ 

西
森
真
哉
選
手

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
優
勝
！

　

剣
道
個
人
戦
で
は
、
西
森
真
哉
選

手
（
第
一
中
教
諭
）
が
優
勝
し
た
。

西
森
選
手
は
出
場
選
手
中
、
唯
一
の

二
刀
流
。
シ
マ
の
宮
本
武
蔵
（
二
天

一
流
（
二
刀
流
）
の
祖
）
で
あ
る
。

　

た
だ
、
西
森
選
手
は
左
手
に
大
太

刀
、
右
手
に
小
太
刀
で
構
え
る
「
逆

二
刀
」だ
。
二
刀
流
と
い
う
こ
と
で
、

会
場
の
注
目
を
一
身
に
浴

び
た
西
森
選
手
は
「
相
手

の
『
出
頭
』（
攻
撃
し
よ

う
と
す
る
瞬
間
に
で
き
る

ス
キ
、『
後
の
先
』）
を
狙

お
う
と
心
掛
け
た
こ
と
が

結
果
に
つ
な
が
っ
た
」
と

振
り
返
っ
た
。

　

指
宿
市
出
身
で
小
中
高

･

大
学
と
剣
の
道
一
筋
に
打
ち
込
ん

で
き
た
。
普
段
は
竹
刀
を
チ
ョ
ー
ク

に
持
ち
替
え
、
数
学
教
師
と
し
て
教

壇
に
立
つ
。

　

ま
た
、
男
子
テ
ニ
ス
部
の
顧
問
も

務
め
「
剣
道
で
培
っ
た
も
の
を
子
ど

も
た
ち
に
伝
え
た
い
」
と
目
を
輝
か

せ
る
。

教育委員会に優勝を報告する
ゲートボールメンバー



皆
既

日
食

。
白

い
霧

の
よ

う
な

コ
ロ

ナ
と

赤
く

ふ
ち

取
る

ベ
イ

リ
ー

・
ビ

ー
ズ

、
さ

ら
に

は
プ

ロ
ミ

ネ
ン

ス
の

火
柱

も
確

認
で

き
る

（
撮

影
：

林
  航

大
さ

ん
）



皆
既

状
態

に
別

れ
を

告
げ

る
第

３
接

触
。

右
上

に
ダ

イ
ヤ

モ
ン

ド
が

輝
く

（
撮

影
：

峰
山

恵
喜

光
さ

ん
）



アメリカ便り

「広報きかい」版 
フリムン徳さんの

Ｖｏｌ . 6

★★★★★★★★
★★★★★★★★
★★★★★★★★
★★★★★★★★
★★★★★★★★

★

上
う え そ の だ

園田 徳
とくいち

市

　　　　さん
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｢アーチーズ｣　
　祝祭日連休の５月22日から25日まで、ロスアンジェ
ルスに住む井手尾さん(フリムン徳さん応援団、キャン
プの達人)、リトル東京の有名デザイナーの上田さんの
３人で、キャンプをしながらユタ州のアーチーズ国立公
園に行った。

　私はアーチーズの奇岩を見て、地球の芸術家としての
才能に感銘した。
　果てしなく広がる赤茶けた地肌にそびえ立つ赤茶けた
岩山の群れは、ガリバーのような巨人達が立っているよ
うにも思えた。奇岩の山々が連なる様子は、まるでエン
パイアステートビルや東京都庁ビルといった摩天楼のよ
うだ。
　そんな奇岩や巨岩が木のように生えており、まさに森
林である。そして奇岩の群れや山々を、グランドキャニ
オンのように上から見下ろすのではなく、下から見上げ
るのである。巨人のガリバーになって見下ろすのではな
く、小人の一寸法師になって見上げるのである。ただひ
たすら感動する。

　高くそびえ立った巨人岩の細い首に乗った大きな岩
が、今にも落ちそうで落ちない。どうして落ちないのか
マジックみたいである。見てる方はひやひやしてしま
う。それは皿回し芸のようでもある。その岩には“バラ
ンスドゥ・ラック”(バランスをとっている岩)と名前がつ
いている。他には軍艦型の奇岩もあり、それは実際の軍
艦の何百倍、何千倍の大きさである。
　次に虹のアーチのような大きな奇岩が目に飛び込んで
くる。何億年の間に風雨に削り取られ、丸い穴があいて
いる。その直径が60メートルもある岩もある。
　延々と続くこの地球の地肌、いったい車で何時間走っ
ただろうか。奇岩の世界を繰り広げる地球の不思議に驚
くばかり。地球上でこんな奇岩の景色はどこにもないと
いう。

　アーチーズの景色を見ていると、どうしても、緑のヨ
セミテ公園や、地元ブラッドレーの緑の牧場が目に浮か
んで比較してしまう。元大工の私の結論は、緑のヨセミ
テ公園や緑の牧場は洋服を着た地球であり、赤茶けた岩
だらけのアーチーズは産まれたままの裸の地球のようで

ある。
　アーチーズの岩を見ていると神秘的で、他の
惑星のUFOが降りてくるようで、地球の不思議
さと、そして、心に勇気、強さも感じる。緑の
ヨセミテを見ていると地球のことは考えない
で、木のこと、緑の美しさ、癒されることを感
じる。岩と木はどうしてこうも人間の感じ方を
変えるのだろうか。

　名案が浮かんだ。もし私がもう一度生まれ変
わるなら、緑のヨセミテで結婚式を挙げ、地球
の誕生時と変わらない赤茶けた岩肌のアーチー
ズで葬式をしてもらおう。
　そして、子供が出来たら強い子供に育てる為

に、育ち盛りのうちはアーチーズに連れて行き荒々しい
岩と触れさせ、少し大きくなりシシー坊になったら、緑
のヨセミテへ連れて行き緑の美しさ、優しさに触れさせ
よう。

　こんなアーチーズの地球むき出しの景色は、もの書き
の駆け出しに過ぎないフリムン徳さんには文章にできな
い。「こういう景色はカメラか、絵描きさんの仕事のよ
うだ」。もの書きの恩師、ＴＶファン誌の社長竹内様に
こんなことを言ったら叱られた。｢景色でもなんでもい
い、文章にするのがお前の仕事だ｣。でも、駆け出しの
私に、景色を文章化するのは難しい。

　不思議なもので、素晴らしい、感動した景色ほど、文
章にしたい衝動に駆られる。人に写真を見せる時、どう
説明したらいいか考えるからだろうか。
　30数年前、南米のパラグアイへ移民した時だった。
首都アシュンションから、移住地“ハポネスコロニア・
イグアス”へ小さな飛行機で飛んだ。眼下にあのアマゾ
ンが広がっていた。思わず、隣の席の嫁はんに｢綺麗な
ところへ移民してきたねえ｣と叫んでしまった。
　見渡す限りの緑の森の中を、大蛇のように曲がりくね
る流れを抱く偉大なるアマゾン。
　その流れは場所により白味噌の色、赤味噌の色で、澄
まし汁の色ではない。写真に撮るより文章にしてみたか
った。日本の友人に、空から見たアマゾンの素晴らしさ
を手紙で伝えたかったが、難しくてとうとう書けず仕舞
いであった。

　他にもグランドキャニオン、ブライスキャニオン、デ
スバレーなどにも行ったが、やはり私はこのアーチーズ
がどこよりも心に残ったの
だ。
（アーチーズ＝アメリカ、
ユタ州の国立公園。東京ド
ー ム ６ 千 ５ 百 個 分 の 広 さ
に、様々な巨岩・奇岩が広
がる。年間の訪問者は70
～80万人）

アーチーズ「バランスドゥ・ラック」
フリー百科事典『ウィキペディア』より転載



皆既日食の興奮も冷めやらぬ「喜界で一番暑い夏」

新
曲
「
た
ん
か
ん
の
う
た
」
を
披
露
し
た
長
島
稔
さ
ん

今
年
も
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
っ
た

７
月
25
日 

歩
行
者
天
国

８
月
１
日 

相
撲
大
会

選手宣誓を務めた南博貴くん（志戸桶小６年）

小よく大を制するか？「やったー勝ったー！」土俵際の魔術師 “ 綱渡り ” で抵抗（足元に注目！）

さあ、投げの打ち合いだ！

祭
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第28回 喜界町夏まつり 盛大に開催第28回 喜界町夏まつり 盛大に開催
　

第
27
回
喜
界
町
夏
ま
つ
り
（
喜
界
町
夏
ま
つ
り
協
賛
会
主
催:

加
藤
啓
雄
会
長
）
が
７
月
25
日
と
８

月
１
─
２
日
、
湾
赤
連
商
店
街
や
湾
港
、
空
港
臨
海
公
園
な
ど
で
開
催
さ
れ
た
。
皆
既
日
食
の
興
奮
が

冷
め
ぬ
７
月
25
日
、
島
に
残
る
観
測
者
ら
に
も
夏
ま
つ
り
を
味
わ
っ
て
も
ら
お
う
と
商
工
会
青
年
部

は
、主
催
す
る
歩
行
者
天
国
を
前
倒
し
し
て
開
催
。
商
店
街
に
は
多
数
の
露
店
が
出
展
し
、特
設
ス
テ
ー

ジ
で
は
島
唄
ほ
か
の
演
目
で
多
数
の
見
物
客
を
魅
了
し
た
。
８
月
１
日
は
町
相
撲
場
で
相
撲
大
会
が
あ

り
、
小
学
生
や
成
年
が
出
場
。
連
発
す
る
好
取
組
、
珍
取
組
に
観
衆
の
声
援
が
こ
だ
ま
し
た
。
翌
２
日

午
前
は
子
ど
も
会
に
よ
る
ミ
コ
シ
パ
レ
ー
ド
と
湾
方･

赤
連
方
に
分
か
れ
て
の
大
綱
引
き
大
会
が
湾

赤
連
商
店
街
で
あ
っ
た
。
正
午
か
ら
は
夏
ま
つ
り
名
物
”
フ
ネ
ィ
ン
カ
ー
競
漕
“
が
あ
り
、
皆
既
日

食
と
は
打
っ
て
変
わ
っ
た
猛
暑
の
中
、
51
チ
ー
ム
が
熱
闘
を
繰
り
広
げ
た
。
夕
方
か
ら
は
ス
ギ
ラ
ビ
ー

チ
で
演
芸
の
部
が
あ
り
、
婦
人
会
パ
レ
ー
ド
や
佐
手
久
集
落
に
よ
る
八
月
踊
り
で
幕
を
開
け
、
ス
テ
ー

ジ
で
は
日
本
舞
踊
や
奄
美
民
謡
大
賞
受
賞
者
、
川
畑
さ
お
り
さ
ん
の
島
唄
な
ど
で
観
衆
の
目
と
耳
を

楽
し
ま
せ
た
。
フ
ィ
ナ
ー
レ
の
大
花
火
大
会
は
、
皆
既
日
食
に
負
け
じ
と
１
９
９
６
発
に
も
及
ぶ
大

小
の
花
火
が
真
夏
の
夜
空
に
”世
紀
の
“
な
ら
ぬ
”
盛
夏
の
“
天
体
シ
ョ
ー
を
演
出
し
た
。

フ
ィ
ナ
ー
レ
は
大
花
火
大
会

  

　
　
　
約
二
千
発
の
”

盛
夏
の
天
体
シ
ョ
ー
“
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８
月
２
日

ミ
コ
シ
パ
レ
ー
ド
・
大
綱
引
き

フ
ネ
ィ
ン
カ
ー
競
漕

演
芸
の
部

趣向をこらした色々なミコシが練り歩いた大綱引きは２対１で湾方の勝利！

各部門で接戦が続いた（固定舵の部）

同僚らの激励を受けて出陣（喜禎運送店チーム）

オープニングを飾る婦人会踊りパレード

“ 盛夏の天体ショー ” でフィナーレ！ 安田宝英さん、円熟の島唄を披露
最高峰・奄美民謡大賞を受賞した
「シマの唄姫」川畑さおりさん

手舵の部は自衛隊のワンツーフィニッシュ！
なんと固定舵の部でも自衛隊が優勝！

“ 台風の目 ” となった上東壮年団 A（奥、赤艇）

女子の部優勝は一般女子バレーボール ! “ 若さ ” あふれる選手宣誓！
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各学校の代表者

指揮官のアドバイスを熱心に聞き、士気を高める
湾サッカーＳＰ（左）と小野津ＳＰ（右）

第
５
回

喜
界
町
子
ど
も
議
会

行
わ
れ
る

ス
ポ
ー
ツ
や
交
流
会
で

親
睦
を
深
め
る
!

偏
見
や
差
別
の
な
い
明
る
い

社
会
を
築
こ
う
!

第
36
回
大
島
地
区
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
競
技
別
交
歓
大
会

～
人
権
同
和
問
題
啓
発

　
　
　
　
　
　
　

   

強
調
月
間
～

　

７
月
24
日
（
金
）
に
第

５
回
喜
界
町
子
ど
も
議

会
が
町
議
会
議
場
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

本
年
度
の
共
通
テ
ー
マ
「
毎
月

第
３
日
曜
日
に
あ
る
『
ふ
る
さ
と

美
化
活
動
』
に
、
喜
界
町
の
児
童
・

生
徒
全
員
が
参
加
す
る
に
は
ど
う

す
れ
ば
よ
い
か
」
に
つ
い
て
、
各

学
校
で
話
し
合
い
を
進
め
、
そ
の

結
果
を
代
表
者
が
発
表
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
昨
年
度
の
「
ふ
る
さ
と
美

化
活
動
」
や
学
校
独
自
の
取
組
状

況
に
つ
い
て
の
報
告
を
し
ま
し
た
。

「
ふ
る
さ
と
美
化
活
動
」
の
参
加
率

は
、
各
学
校
に
よ
っ
て
差
が
あ
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
参
加
で
き
な

か
っ
た
理
由
と
し
て
は
、「
知
ら
な

か
っ
た
」「
朝
起
き
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
」「
部
活
動
等
で
行
け
な

か
っ
た
」
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
共
通
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、

話
し
合
い
ま
し
た
。
話
し
合
い
で

は
、「
ポ
ス
タ
ー
を
作
っ
て
呼
び
か

け
よ
う
」「
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
を

作
っ
て
、
参
加
し
た
ら
ス
タ
ン
プ

を
押
し
て
も
ら
お
う
」「
高
学
年
が

低
学
年
の
模
範
に
な
ろ
う
」「
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
し
よ
う
」
等
、

特
色
の
あ
る
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
意
見
の
中
か
ら
「
ス

タ
ン
プ
カ
ー
ド
を
作
っ
て
、
参
加

し
た
ら
ス
タ
ン
プ
を
押
し
て
も
ら

お
う
」
を
共
通
実
践
事
項
に
決
定

し
ま
し
た
。

　

議
長
を
務
め
た
第
二
中
学
校
の

前
島
智
美
さ
ん
は
、「
各
学
校
の
取

組
や
考
え
を
聞
き
、
み
ん
な
喜
界

島
を
き
れ
い
に
し
た
い
と
い
う
気

持
ち
が
伝
わ
っ
て
き
た
。
ス
タ
ン

プ
カ
ー
ド
の
取
組
は
、
喜
界
島
全

て
の
学
校
で
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
る
よ
い
ア
イ
デ
ィ
ア
な
の
で
、

ど
の
学
校
も
全
員
で
取
り
組
ん
で
、

美
し
い
喜
界
島
に
し
た
い
。」
と
話

し
ま
し
た
。

議
　
長　

前
島　

智
美
（
第
二
中
）

副
議
長　

英　
　

碧
仁
（
第
一
中
）

書
　
記　

米
盛　

幸
汰
（
早
町
中
）

発
表
者 

　

７
月
25
日
・
26
日
の
両
日
、
奄

美
市
で
標
記
交
歓
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

本
町
か
ら
は
、
６
競
技
８
種
目

に
93
名
の
指
導
者
・
選
手
団
が
参

加
し
、
奄
美
の
頂
点
を
目
指
し
て

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

試
合
後
は
そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
で

交
流
会
（
ゲ
ー
ム
等
）
が
行
わ
れ
、

地
区
内
の
少
年
団
と
交
流
を
深
め

ま
し
た
。

【
試
合
結
果
】

○
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技

　

志
戸
桶
Ｓ
Ｐ
・
・
・
Ａ
パ
ー
ト
２
位

○
サ
ッ
カ
ー
競
技

　

湾
サ
ッ
カ
ー
Ｓ
Ｐ

　
　
	・
・
・
・
・
・
・

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
３
位

○
卓
球
競
技
（
男
子
の
部
）

　

阿
伝
校
区
Ｓ
Ｐ
・
・
・
・
・
第
２
位

○
卓
球
競
技
（
女
子
の
部
）

　

上
嘉
鉄
Ｓ
Ｐ
	・
・
・
・
・
・
第
２
位

○
卓
球
競
技（
個
人
戦
女
子
５
・
６
年
）

　

廣　

知
子
（
上
）	・
・
・
・
優　

勝

○
卓
球
競
技（
個
人
戦
男
子
５
・
６
年
）

　

春
日
駿
介
（
阿
）	・
・
・
・
第
２
位

　

８
月
は
人
権
同
和
問
題
啓
発
強

調
月
間
で
す
。
県
で
は
、
こ
の
期

間
中
に
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
ス
ポ
ッ

ト
に
よ
る
啓
発
放
送
や
新
聞
広
告
、

人
権
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
９
の
開
催

な
ど
、
様
々
な
人
権
啓
発
活
動
を

集
中
的
に
実
施
す
る
こ
と
に
し
て

お
り
ま
す
。

　

私
た
ち
の
社
会
に
は
、
同
和
問

題
を
は
じ
め
、
子
ど
も
や
高
齢
者

の
虐
待
、
女
性
、
障
害
者
等
に
関

す
る
人
権
問
題
が
依
然
存
在
し
て

お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
人
権
問
題
を
解
決
す

る
た
め
に
は
、
県
民
一
人
ひ
と
り

が
お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、
偏

見
や
差
別
の
な
い
社
会
の
実
現
に

向
け
て
努
力
を
重
ね
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
皆
さ
ん
も
身
近

な
こ
と
か
ら
人
権
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

湾

小

上
嘉
鉄
小

坂
嶺
小

荒
木
小

滝
川
小

早
町
小

志
戸
桶
小

小
野
津
小

阿
伝
小

第
一
中

第
二
中

早
町
中

賀　
　

も
も
か

廣　
　

美
奈
代

森　
　

こ
は
る

善
原　

亜
梨
沙

服
部　

彩

西
村　

賢
太

勝　
　

多
香
子

河
田　

夏
歩

竹
下　

日
菜

高
野　

海
夕

梅　
　

龍
舞

辻　
　

奄
美
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す こ や か n e w s

熱中症予防
☀屋外では帽子を

☀水分をこまめに摂取たくさん汗を

かいたらスポーツドリンクや、１

リットルのペットボトルに 1 ～２ｇ

の食塩を溶かした水を飲む

☀日陰を利用する

☀呼びかけに対する反応が
おかしいとき、吐き気が
あるときは水分は飲ませ
ずに、すぐ病院へ。

☂体にかける水は、冷たい
氷水より普通の水で。扇
いで蒸発させ、体温を下
げる。

　
毎
日
暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。

睡
眠
不
足
や
食
欲
低
下
で
、
体
の

抵
抗
力
も
落
ち
て
い
ま
す
の
で
、

食
中
毒
予
防
に
も
、
ま
だ
ま
だ
注

意
が
必
要
で
す
。

　

食
中
毒
予
防
の
３
原
則
は
、

　
　

●
菌
を
つ
け
な
い

　
　

●
菌
を
増
や
さ
な
い

　
　

●
菌
を
や
っ
つ
け
る

①
肉
・
魚
・
野
菜
な
ど
の
生
鮮
食

品
は
新
鮮
な
物
を
購
入
し
、
消
費

期
限
の
あ
る
物
は
必
ず
確
認
し
ま

し
ょ
う

②
冷
凍
や
冷
蔵
な
ど
の
温
度
管
理
が

必
要
な
物
は
、
持
ち
帰
っ
た
ら
す

ぐ
保
存
し
ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
詰

め
す
ぎ
に
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
割
程
度
に
）

③
冷
蔵
庫
は
10
℃
以
下
が
目
安
で

す
。
細
菌
が
死
ぬ
わ
け
で
は
な
い

の
で
、
早
め
に
使
い
切
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

④
調
理
前
に
は
よ
く
手
洗
い
し
、
生

の
肉
や
魚
・
卵
を
扱
っ
た
ま
な
板
、

包
丁
は
十
分
に
消
毒
し
ま
し
ょ
う

⑤
加
熱
し
て
調
理
す
る
食
品
は
、
十

分
に
火
を
通
し
ま
し
ょ
う
。

⑥
出
来
上
が
っ
た
料
理
は
、
早
め
に

食
べ
ま
し
ょ
う

⑦
食
卓
に
つ
く
前
は
、
必
ず
手
洗
い

を
し
ま
し
ょ
う

⑧
時
間
の
経
っ
た
も
の
は
、
口
に
す

る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

熱
中
症
も
予
防
が
大
切
で
す

　
熱
中
症
は
、
高
温
の
環
境
の
中
で
、

体
内
の
水
分
や
塩
分
（
ナ
ト
リ
ウ
ム
）

の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
た
り
、
体
内
の

調
整
機
能
が
う
ま
く
い
か
な
く
な
っ

て
発
症
し
ま
す
。

　

死
に
い
た
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す

が
、
予
防
法
や
、
応
急
処
置
を
知
っ

て
い
れ
ば
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

８
月
の
上
旬
が
発
生
の
ピ
ー
ク
で

す
。
蒸
し
暑
く
て
風
が
弱
く
、
照
り

返
し
が
強
い
日
は
と
く
に
注
意
が
必

要
で
す
。

熱
中
症
が
疑
わ
れ
る
と
き
は

①
涼
し
い
場
所
や
、
ク
ー
ラ
ー
が
効

い
て
る
場
所
へ
移
動

②
服
を
脱
が
せ
、
皮
膚
に
水
を
か
け
、

う
ち
わ
や
扇
風
機
な
ど
で
扇
ぐ
こ

と
で
体
を
冷
や
す
。

③
氷
が
あ
れ
ば
、
タ
オ
ル
な
ど
に
包

ん
で
、
首
・
脇
の
下
・
足
の
付
け

根
の
大
き
な
血
管
を
冷
や
す

④
意
識
が
は
っ
き
り
し
て
い
た
ら
、

冷
た
い
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
や
食

塩
水
（
１
リ
ッ
ト
ル
に
１
～
２
ｇ

の
食
塩
を
溶
か
す
）
を
飲
ま
せ
る
。　

高
齢
者
は
、
体
温
調
節
機
能
が
低

下
し
て
い
ま
す
。

　

・「
暑
い
」
と
感
じ
に
く
い

　

・
汗
の
量
が
少
な
く
な
る

　

・
の
ど
の
渇
き
を
感
じ
に
く
い

高
齢
者
の
注
意
点

　
●
の
ど
が
渇
か
な
く
て
も
、

　
定
期
的
に
水
分
補
給
を
●

ワ
ク
チ
ン
う
っ
て

麻
し
ん
・
風
し
ん
撲
滅

　
幼
稚
園
年
長
組
、
中
学
校
１
年
生
、

高
校
３
年
生
の
皆
さ
ん
、
Ｍ
Ｒ
の
予

防
接
種
は
接
種
さ
れ
ま
し
た
か
。

　

夏
休
み
を
利
用
し
て
予
防
接
種
を

済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

　

三
種
混
合
の
接
種
率
も
悪
い
よ
う

で
す
。
三
種
混
合
を
接
種
す
る
前
に

百
日
咳
に
か
か
っ
て
、
入
院
す
る
子

供
さ
ん
が
全
国
的
に
も
増
え
て
き
て

い
る
よ
う
で
す
。

　

予
防
が
何
よ
り
大
切
で
す
。
予
防

接
種
の
通
知
が
届
い
た
ら
、
早
め
に

接
種
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

熱中症の疑いがあるとき何をすべきか

熱中症を疑う
症状の有無

涼しい場所へ避難

水分を自分で
摂取できるか

水分・塩分の
補給

症状が改善
しない

意識の確認 救急車を呼ぶ

病院へ搬送

脱衣と冷却

大量の汗・体温上昇・
めまい・筋肉痛・頭痛・
意識障害・痙攣

あり

できる

回復しないときは
医療機関へ

返
事
が
は
っ
き
り

し
な
い

で
き
な
い



シ　　マ　の 話　題

左はオニオコゼ、中と右はオニダルマオコゼ

都知事賞受賞作とともに（内野さん）

来場者に熱心に説明する大島さん（右端）

次の舞台は全国大会（盛岡）

商工会の仲間たちと記念撮影（左から４人目）

観光ボランティアとして観測者に島唄を披露

ま たまた快挙！豊島さん最優秀賞
～九州商工会女性部交流研修会活動事例発表会

皆

内

既
日
食
を
前
に
ア
ハ
退
治

野
さ
ん
、
大
島
さ
ん
が
「
手
工
芸
ふ
た
り
展
」
を
開
催

	

皆
既
日
食
に
合
わ
せ
観
測
者
に
も
披
露
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　皆既日食と夏本番を前に、遊泳者の増加が見込まれるスギラ
ビーチでは、背びれのトゲに強力な毒を持つアハ（オニオコゼ
類）の駆除が行われた。
　今回駆除をしたのは、中里に住む植村満さんら５人。
　５人は子どもたちが遊泳する浅瀬から、沖へと続く入り江口
付近まで約２時間に渡りアハを「捜索」し、ゴミも回収した。
　植村さんは「オニオコゼは死亡例もあるほど危険な魚。観測
者や子どもたちが安全に遊泳できれば」と話した。
　オニオコゼ類はその外見に反して非常に美味で、高級料亭に
も供される。駆除されたオニオコゼたちはその夜、植村さんら
により、きちんと成仏できたという。

　九州ブロック商工会女性部交流研修会の交流研修会が７月７日、鹿児島
市内のホテルで開催され、活動発表部門で喜界町商工会女性部長の豊島代
子さん（湾）が最優秀賞に輝いた。
　豊島さんは鹿児島県代表として、九州各県から集まった 1300 人を前
に、皆既日食に向けて女性らしい細やかな気配りとアイデア（外部講師に
よる講演会企画、児童へ日食メガネを配布する教委への取組、観光ボラン

ティアガイド育成、日食パス
ポート作成）を活かした商工
会女性部としての取り組みを
発表。日食後に観測者から「さ
ようなら喜界島」ではなく「ま
た会おう喜界島」といっても
らえるような活動を心掛けていることを強調した。
　豊島さんは「島を PR したい一心で頑張った。『喜界島と聞いて「ど
こにある島？」と思う方もいらっしゃるかと思います・・・』と声
を出した瞬間に、観衆の視線が集まるのを感じたが緊張はしなかっ
た」と話し「９月の全国大会では日食後の成果もあわせて発表し、
愛する喜界島を一層 PR してきます」と決意した。

　

埼
玉
県
在
住
の
内
野
美
智
子
さ
ん

（
早
町
出
身
）
と
小
野
津
在
住
の
大

島
順
子
さ
ん
ら
は
７
月
22
日
か
ら
３

日
間
、
中
央
公
民
館
で
「
喜
界
島
で

ふ
た
り
展
」
と
銘
打
ち
、
手
工
芸
な

ど
の
展
示
会
を
行
っ
た
。

　

今
回
は
、
２
人
が
こ
れ
ま
で
取
り

組
ん
で
き
た
染
め
物
や
手
工
芸
品
を

中
心
に
、
内
野
さ
ん
の
東
京
で
の
師

匠
や
仲
間
ら
３
人
の
作
品
も
併
せ
て

展
示
。
島
で
は
め
っ
た
に
お
目
に
か

か
れ
な
い
精
巧
な
「
芸
術
品
」
に
、

約
４
５
０
人
の
来
場
者
は
目
を
楽
し

ま
せ
た
。

　

内
村
さ
ん
は
昨
年
12
月
に
あ
っ
た

創
作
紙
人
形
群
像
出
展
に
お
い
て
、

東
京
都
知
事
賞
（
最
優
秀
賞
）
を
受

賞
す
る
ほ
ど
の
上
級
者
。「
常
々
、

島
で
展
示
会
を
し
た
い
と
思
っ
て
い

た
。
今
回
は
日
食
と
い
う
こ
と
で
島

外
の
方
に
も
見
て
い
た
だ
き
た
か
っ

た
」
と
話
し
「
島
に
は
染
色
用
の
植

物
･
色
が
無
限
に
あ
る
。
興
味
の

な
い
方
も
染
め
物
や
手
芸
な
ど
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
は
」
と
付
け
加
え

た
。

　

大
島
さ
ん
は
「
若
い
頃
に
手
芸
と

出
会
っ
た
が
、
事
情
に
よ
り
断
念
。

還
暦
で
島
に
戻
っ
た
と
き
に
、
島
の

友
人
達
に
勇
気
を
も
ら
っ
て
再
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
た
。
島
の
子
ど
も
た
ち
に

見
て
も
ら
い
、
何
事
に
も
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
勇
気
を
伝
え
た
い
」
と
話
し
、

３
年
が
か
り
の
構
想
と
準
備
を
経
て

開
催
に
漕
ぎ
着
け
た
展
示
会
に
つ
い

て
「
皆
さ
ん
が
喜
ん
で
く
だ
さ
っ
た

こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
の
苦
労
が
報
わ

れ
た
」
と
笑
っ
た
。
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8月10日（月）
午前９時から
販売開始！！

8月30日（日）は
衆議院議員選挙の投票日です。

投票時間：午前７時～午後６時まで

喜界町商工会プレミアム商品券

販売場所 喜界町商工会（旧農水省水利事業所）　
販売価格 １冊 10,000 円　※１冊につき 11,000 円分
  （1,000 円券× 11 枚）の商品券、１人５冊まで購入可能
発行冊数 2,000 冊（2,200 万円分）
取扱店舗 商品券取扱店舗として登録した事業所（店頭にポスター掲示）
商品券の使用可能期間…平成 21 年８月 10 日～ 11 月 30 日まで

○ 投票所入場券の配布について
 ・投票所入場券は投票日の前日までに郵送します。届かない方は選挙管理委員会

（☎ 65 － 1111 内線 19）まで、ご連絡ください。 また、投票日までに入場券を紛失された方は、
投票所でその旨を申し出ると投票ができますので、棄権されないようにしてください。

○ 今年度転入された方 
 ・平成 21 年５月 17 日以前からの居住者は喜界町で投票できます。５月 18 日

以降に転入された方は、前の住所地に選挙権がありますので、前の住所地へ不
在者投票の用紙等を請求して下さい。( 請求用紙は喜界町選挙管理委員会にもあります。)

○ 期日前投票及び不在者投票は「公示日の翌日～投票日の前日」までできます。

日時：8 月 19 日（水）～ 8 月 29 日（土） 
時間：午前８時３０分から午後８時まで
場所：役場トレーニング室 

日時：8 月 19 日（水）～ 8 月 29 日（土）
時間：午前８時３０から午後８時まで
場所：喜界町選挙管理委員会（役場２階）

期日前投票 不在者投票

詳しくは喜界町商工会まで！　TEL ６５－０１６９
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税
で
創
る
、
あ
か
る
い
未
来

　

８
月
末
は

町
県
民
税
２
期
分

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
２
期
分

の
納
期
限
で
す
。

  

納
期
内
に
必
ず
納
め
ま
し
ょ
う
。

あ
ら
あ
ら
と
昨よ

べ夜
を
吹
き
に
し
風
凪な

ぎ
て
落
葉
た
ま
り
の
小
径
を
曲
が
る

 
林　
　

蓮
香

池
土
手
に
佇
て
ば
静
も
る
水
面
を
音

た
て
鴨か

も

の
親
子
飛
び
立
つ

 

有
村　

道
子

農
終
え
て
大
地
に
祈
る
ミ
レ
ー
の
絵

わ
れ
に
敬け

い
け
ん虔
な
光
を
と
も
す

 

平
尾　

チ
ヨ

菜
の
花
の
散
る
を
ば
あ
ば
あ
の
涙
と

う
孫
の
言
葉
は
天
の
賜た

ま
も
の物

 

美
代　

イ
シ

少
年
は
語
気
あ
ら
け
れ
ど
稚お

さ
な
ご児
に
そ

そ
ぐ
瞳

ひ
と
み
の
優
し
動
き
す

 

郡　
　

市
子

家
ご
と
の
島し

ま
み
か
ん

蜜
柑
実
を
付
け
野
鳥
ら

の
声
溢
れ
出
ず
山
里
の
村

 

弥
島　

幸
子

摘
み
と
り
し
ゆ
う
な
の
蕾つ

ぼ
み手
に
持
ち

て
お
は
じ
き
遊
び
せ
し
遠
き
日
々

 

武
田　

幸
子

還
ら
ざ
る
汝な

れ

を
偲
び
て
佇
つ
浜
に
特

攻
花
の
つ
ぼ
み
揺
れ
お
り

 

嶺
倉　

祝
子

氏　
　
　

名

生
島　

常
吉

横
山　

博
通

坂
田　

シ
ゲ

基
井　

冨
山

初　

カ
ツ
エ

松
岡　

靜

久
保　

テ
ル

坂
元　

実
子

榊　
　

キ
ヨ

盛　
　

省
三

平
田　

マ
ツ

伊
東　

禎
文

宮
近　

正
孝

年
齢

85
才

65
才

86
才

84
才

84
才

96
才

83
才

60
才

88
才

83
才

95
才

87
才

80
才

住

所

上
嘉
鉄

中

里

川

嶺

塩

道

花
良
治

志
戸
桶

荒

木

佐
手
久

赤

連

大
朝
戸

志
戸
桶

中

間
湾

福
島　

澄
雄

大
山
初
津
子

春
山　

勝
敏

坂
田　

武
彦

孝
志
ウ
メ
ヨ

横
山　

初
子

生
島
ウ
メ
子

久
保　

照
雄

松
岡　
　

芳

榊　
　

 

孝
夫

平
田　

常
助

宮
近　

清
子

川
島　

豊
成

壽　
　

光
雄

加
藤　

末
昭

佐

手

久

嘉
　

鈍

坂
　

嶺

川
　

嶺

早
　

町

中
　

里

上

嘉

鉄

荒
　

木

志

戸

桶

赤
　

連

志

戸

桶

湾湾

神
奈
川
県

千

葉

県

■
香
典
返
し
（
敬
称
略
）

氏　
　
　

名

重
野
友ゆ

り

な
梨
奈

杉
俣　

克か
つ
ま磨

村
山　

遥は
る
と斗

平
馬　

蒼そ

う侑

竹
下　

路み
ち
る琉

竹
田　

想そ

ら良

保
護
者

泰

浩

紘
二
朗

弘

憲

尚

樹
昇光

住

所

赤

連
湾

赤

連

中

里

赤

連

赤

連

（平成 21 年８月１日現在）

世 帯 数   ・・・・・ 3,741 戸 （ △ 1 1 ）

人 口   ・・・・・ 8,155 人 （ △ 2 3 ）

男   ・・・・・ 3,917 人 （ △ 1 2 ）

女   ・・・・・ 4,238 人 （ △ 1 1 ）
（　）は前月比

編

集

後

記

　

待
ち
き
れ
な
い
よ
う
に
カ
ウ
ン
ト

ダ
ウ
ン
の
合
唱
が
始
ま
っ
た
。
弧
を

描
き
な
が
ら
次
第
に
弱
々
し
く
な
る

太
陽
が
失
わ
れ
た
そ
の
刹
那
、
き
ら

め
く
閃
光
に
打
た
れ
た
。

　

写
真
の
技
術
が
な
い
私
は
、
日
食

の
写
真
は
あ
き
ら
め
、
周
囲
の
様
子

や
観
測
者
の
表
情
を
撮
影
す
る
予
定

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
皆
既
日
食
中

の
３
分
余
、
心
奪
わ
れ
仕
事
を
忘
れ

て
い
た
の
だ
。
実
際
に
そ
の
時
の
記

憶
は
あ
い
ま
い
で
あ
り
、
そ
の
時
何

を
考
え
て
い
た
の
か
、
そ
の
３
分

余
が
長
か
っ
た
の
か
、
短
か
っ
た

の
か
す
ら
よ
く
分
か
ら
な
い
。
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
リ
ン
グ
の
映
像
は
、
鮮
明

に
ま
ぶ
た
に
焼
き
付
い
て
い
る
の

に
・
・
・
。

　

わ
れ
わ
れ
は
大
宇
宙
の
ほ
ん
の
カ

ケ
ラ
に
過
ぎ
な
い
こ
と
。
そ
し
て
逆

に
、
こ
の
感
動
を
覚
え
る
こ
と
の
で

き
る
一
人
ひ
と
り
が
、
こ
の
世
界
の

主
役
で
あ
る
こ
と
も
実
感
し
た
。

　

さ
て
、
今
回
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
は

大
成
功
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。

島
外
か
ら
の
観
測
者
は
「
島
の
人
た

ち
は
み
ん
な
温
か
い
」
と
口
を
揃
え
、

何
よ
り
町
民
、
観
測
者
の
す
べ
て
が

皆
既
日
食
の
奇
跡
に
触
れ
る
こ
と
が

で
き
た
。
準
備
段
階
か
ら
奔
走
し
た

日
食
実
行
委
員
を
始
め
、
大
盛
況

だ
っ
た
塩
道
、
荒
木
、
小
野
津
な
ど

の
歓
迎
イ
ベ
ン
ト
の
運
営
者
、
さ
ら

に
道
々
や
商
店
な
ど
で
「
お
も
て
な

し
」
の
心
を
持
っ
た
シ
マ
ッ
チ
ュ
が

果
た
し
た
役
割
も
大
き
い
。

　

あ
の
「
黒
い
太
陽
」
の
正
体
は
、

実
は
太
陽
を
覆
い
隠
し
た「
月
」
で

あ
る
。そ
の
存
在
は
注
目
さ
れ
な
く

て
も
、ま
さ
し
く「
月
」こ
そ
が
”
世

紀
の
天
体
シ
ョ
ー
“
を
演
出
し
た

立
役
者
な
の
だ
。

　

民
間
人
は
立
入
禁
止
で
あ
る
硫
黄

島
な
ど
を
除
け
ば
、
国
内
の
陸
地
で

唯
一
、
皆
既
日
食
を
観
測
で
き
た
こ

と
で
全
世
界
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
た
。

そ
れ
よ
り
も
「
月
」
の
役
割
を
果

た
し
た
”
喜
界
島
“
が
誇
ら
し
い
。

こ
の
経
験
は
次
へ
と
つ
な
が
っ
て
ゆ

く
だ
ろ
う
。

　

あ
る
シ
マ
ッ
チ
ュ
の
言
葉
が
こ
の

胸
に
残
る
。「
こ
の
島
に
生
ま
れ
て

よ
か
っ
た
」　　
　
　
　
　

（
植
村
）

ふ
る
さ
と
寄
付
者
（
敬
称
略
）

　

今
月
号
の
11
・
12
ペ
ー
ジ
は

一
枚
紙
と
な
っ
て
い
ま
す
。
表

紙
・
裏
表
紙
全
面
と
あ
わ
せ
て
、

日
食
記
念
の
ミ
ニ
ポ
ス
タ
ー
と

し
て
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
と
じ
穴
は

開
い
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。
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黒く垂れ下がっているのは、種子が詰まったサヤ

インドから東南アジアが
原産でマメ科の高木。

島では７～８月にかけて、山
吹色（黄金色の別称）の花が
重みで枝を湾曲させるほどに
シャワーのように咲き誇る。
英名のゴールデンシャワーは
その様子から名付けられた。
高島純也さん宅（早町）にて。
　花ことばは「印象的な瞳」

「可憐」「清楚」。
　ちなみにサイカチ（皀莢）
とは、黄緑色の花を付ける
ジャケツイバラ科の高木で日
本固有種。マメ目であるが科
はゴールデンシャワーと異な
る。カブトムシが樹液を好む
ことから、サイカチムシとは
カブトムシの異名である。夏
の季語でもある。

東南アジア原産でネムノキ科（マメ科の一種）
の落葉高木であるネムノキの変種であり、

まれに生育するという。ネムノキは東北地方以
南に自生するが、本種は熊本の天草諸島以南か
ら奄美大島以北に自生する。ネムノキより葉が
幅広いためこの名が付いた。本町の天然記念物
である。花ことばは不明。

西インド諸島が原産でハスノハ
ギリ科の高木。 文字通り葉が

ハスに似ており、木材は桐のように
軽いため船の材料として使われた。
複数の図鑑などでは沖永良部島が北
限で、樹高は１０ｍ程度とされるが、
志戸桶集落には樹高１８ｍ、樹齢
２００～２５０年にもなる大木があ
る。自生したものか、植栽されたも
のかは不明。海岸近くに自生し、風
や潮には強い。
　マンガ『ゲゲゲの鬼太郎』に登場
する「目玉親父」に似た有毒の実を
付けるが、沖縄で発生するヤシガニ
中毒の原因は、ヤシガニがこの実を
エサとするためとされる。花ことば
は不明。

ハスノハギリ（蓮葉桐）

ナンバンサイカチ
（南蛮皀莢、ゴールデンシャワー）

ヒロハネム（広葉合歓）




